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本日の発表の内容

1. 近年、雨の降り方の変化、水害の発生

2. 健全な水循環系の必要性

3. 関連法規を含めたこれまでの施策

4. 総合的な治水対策

5. 計画設計手法

6. 飽和透水係数の推定

（英国の土質ハンドブックとの比較）
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１．近年、雨の降り方の変化、水害の発生１．近年、雨の降り方の変化、水害の発生１．近年、雨の降り方の変化、水害の発生１．近年、雨の降り方の変化、水害の発生
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1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

（回/年）

1976～1985

平平平平均均均均 1.9回回回回

2008～2017

平平平平均均均均 3.2回回回回

約1.7倍

1時間降水量100mm以上以上以上以上の年間発生件数

（アメダス1,000地点あたり）

1時間降水量80mm以以以以上上上上の年間発生件数

（アメダス1,000地点あたり）
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1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

（回/年）

2008～2017
平平平平均均均均 18.1回回回回1976～1985

平平平平均均均均 10.7回回回回

約1.7倍

※国交省資料

気象庁資料より作成
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全観測所

1,300地点

観測史上最大の降雨

量 を更新した観測所

（2012年以降） ～10%※

未満

■ 10%～20%未満

■ 20%～30%未満

■ 30%～40%未満

■ 40%以上

観測史上最大を更新した観測所の分布

※都道府県毎に設

置された観測所数

に対する割合

※国交省資料（ 気象庁資料より作成）

※ 統計開始から10年未満の観測所についても計上し、2017年11月1日時点のデータで作成

１１１１．．．．近年、雨の降り方の変化、水害の発生近年、雨の降り方の変化、水害の発生近年、雨の降り方の変化、水害の発生近年、雨の降り方の変化、水害の発生

全国各地で観測史上最大の降雨を更新
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【平成30年7月豪雨】

主な被害河川：小田川（国） 等

【平成24年7月九州北部

豪雨】 主な被害河川：

白川（県） 等

【平成25年9月台風第18号】

【平成27年9月関東･東北豪雨】

主な被害河川：鬼怒川（国） 等

【平成28年台風第7･9･10･11号】

【平成23年7月新潟･福島豪雨】

主な被害河川：五十嵐川（県）

等

【平成23年8月台風第12号・

平成29年台風第21号】

【平成30年第台風21号】

【平成29年7月九州北部豪雨】 主な

被害河川：赤谷川（県） 等

【平成28年8月台風第10号】

【平成29年7月,8月の大雨】

主な被害河川：雄物川（国） 等

【凡例】

：平成30年度

：平成29年度

：平成28年度以前6

※国交省作成資料より引用

１１１１．．．．近年、雨の降り方の変化、水害の発生近年、雨の降り方の変化、水害の発生近年、雨の降り方の変化、水害の発生近年、雨の降り方の変化、水害の発生

近年の水害発生分布
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２２２２．．．．健全な水循環系の必要性健全な水循環系の必要性健全な水循環系の必要性健全な水循環系の必要性

6

上水道が整備

されたまち

下水道が整備

されたまち

洪水・浸水

のないまち

水環境の

豊かなまち

健全な水循環

のまち

LID

DUD

SUD

WSUD

SWC

Well-balanced

Hydrological System

水に鋭敏

なまち

上水道の整備

と維持管理

公衆衛生の保全 洪水防御

アメニティ・

環境の保全

限りある

天然資源

世代にまたがり気

候変動に対応する

公正さ、復元力

排水管の

水理計算

分流式

下水道計画

排水管網の

ネットワーク化

特定される

拡散汚染源と

汚濁管理

様々な、目的に合致し

た汚濁源と最終用途効

率、水路の健康回復

適応可能な多機能・緑建

築及び水の鋭敏な価値と

挙動を補強する都市計画

蓄積された社会政治的な推進力

サービス提供機能

都市の水管理形態の変遷

R. Brown, N. Keath and T. Wong, (2008) Transitioning to Water Sensitive Cities: Historical, Current 
and Future Transition States, 11th International Conference on Urban Drainage, Edinburgh, 
Scotland, UK

SPC
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２２２２．．．．健全な水循環系の必要性健全な水循環系の必要性健全な水循環系の必要性健全な水循環系の必要性

利水治水

環境

健全な水循環の視点

バランスバランスバランスバランス

部分部分部分部分

環境

7

1. 流出抑制

2. 地下水涵養

3. 水資源の保全

4. 水質改善と生態系保全

5. 熱環境の改善

都市都市都市都市の水循環の課題の水循環の課題の水循環の課題の水循環の課題
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２２２２．．．．健全健全健全健全な水循環系の必要性な水循環系の必要性な水循環系の必要性な水循環系の必要性

日本日本日本日本 米国米国米国米国 英国英国英国英国 ドイツドイツドイツドイツ オランダオランダオランダオランダ オーストラリアオーストラリアオーストラリアオーストラリア 中国中国中国中国 韓国韓国韓国韓国 シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール

概念概念概念概念

英語

WBHS LID SUDS SUDS Water Square WSUD SPC SWC ABC

Well-balanced 
Hydrological 

System

Low Impact 
Development

Sustainable 
Urban Drainage 

Systems

Sustainable 
Urban Drainage 

Systems
Water Square

Water 
Sensitive 

Urban Design
Sponge City

Smart Water 
City, U-Eco 

City

Active, 
Beautiful, 

Clean

日本語訳

治水、利水、環境

のバランスがとれ

た水循環を目指す

まちづくり

都市化による負荷

を最小限にするま

ちづくり

持続可能な都市

排水システムを

導入したまちづく

り

持続可能な都市

排水システムを

導入したまちづく

り

雨水広場

水に敏感に対

応するまちづく

り

スポンジのよ

うな表層地盤

を持つまちづ

くり

スマートな水

のまち、超生

態都市

ABC水計画

特徴特徴特徴特徴

・流域単位での展

開

・流出抑制、雨水

利用、水環境の

バランス重視

・雨水貯留浸透施

設の普及

・雨水利用推進法、

水 循 環 基 本 法

の制定

・緑地を基本とす

る汚染源管理、

雨水管理

・ BMP( 最 適 な 対

応方策）

・適切な水のネット

ワーク

・グリーンインフラ

の導入

・総合的な設計

（水量、水質、

アメニティ）

・現地での管理

（設計、維持管

理、教育）

・ 透 水 性 舗 装 、

フィルター、窪

み、浸透施設

・調節池

・環境共生型の

建物による分

散化雨水管理

・流出雨水の利

用と管理

・分散型統合

雨水管理

・ 洪 水 対 策 と

持続可能な

水管理

・雨水貯留施

設と公共空

間のア メニ

テ ィ向上の

組合せ

・雨水貯留施

設の多目的

利用

・ 都 市 の 水 循

環 管 理 （ 上

水 、 洪 水 抑

制 、 下 水 処

理）

・ ソ ー ス コ ン

ロール

・雨水利用

・調節池、浸透

システム

・節水器具、処

理水の再利

用

・配管、水路な

どの排水網

・水質処理

・分散型統合

雨水管理

・洪水対策と

持続可能な

水管理

・雨水貯留施

設と公共空

間のアメニ

ティ向上の

組合せ

・雨水貯留施

設 の 多 目

的利用

・分散型雨水

管理

・ 環境にやさ

しい自然エ

ネルギー技

術

・統合的雨水

管理

・グリーンイン

フラ

・雨水利用

・雨水貯留浸

透 施 設 の

普及

・集水エレメン

ツ

・タイプ別に水

循環に配慮

したデザイ

ン手法を導

入

・雨水流出速

度の緩和

・雨水の緑化

屋根を通じ

た浄化

・植栽への灌

水

・緑の公園都

市

各国の水循環に配慮したまちづくりへの取り組み
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年 動 き 備 考

1977（昭52） 総合的な治水対策 河川審議会からの答申

1979（昭54） 総合治水対策特定河川 全国１７河川流域を指定

1983（昭58） 流域貯留浸透事業の創設 公共公益施設用地への貯留浸透施設導入

1991（平03） （社）雨水貯留浸透技術協会の設立 国土交通省より認可

1995（平07） 雨水浸透施設技術指針（案） （公社）雨水貯留浸透技術協会より発刊

1996（平08） 健全な水循環系の確保 河川審議会からの答申

1997（平09） 河川法の改正

治水、利水に加えて環境を内部目的化

河川整備にあたって住民の意見を反映

2002（平14） 新世代下水道支援事業の創設

下水処理水の再利用、雨水の再利用や貯留浸透による流出抑制、

親水性のある水辺空間の整備

2003（平15） 特定都市河川浸水被害対策法

流域の貯留浸透機能の強化

河川・下水道の連携

2006（平18） 下水道総合浸水対策緊急事業の創設 集中豪雨に対して、緊急かつ効率的に浸水被害の最小化

2007（平18） 下水道浸水被害軽減総合事業の創設

地方公共団体、関係住民等が一体となって、貯留浸透施設等の対

策に加え、内水ハザードマップの公表等の総合的な対策を推進

2013（平25） 100mm/h安心プラン登録制度

従来の計画降雨を越える局所的な大雨に対し、市町村の河川、下

水道管理者がプランを策定

2014（平26） 雨水の利用の推進に関する法律 法的根拠に基づく雨水利用の奨励

2014（平26） 水循環基本法

水循環に関する施策の総合的かつ一体的な推進と健全な水循環

の維持回復

2017（平29） 浸水被害対策区域の指定

改正下水道法に基づき、地方自治体が条例で、対策区域の指定、

民間業者の協力のもと、雨水貯留施設を設置

第1号：横浜市、第2号：藤沢市

9

雨水貯留浸透に係わる河川および下水道関連施策の歩み

３３３３．．．．関連法規を含めたこれまでの施策関連法規を含めたこれまでの施策関連法規を含めたこれまでの施策関連法規を含めたこれまでの施策
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総合的な治水対策

特定都市河川浸水被害対策法

の成立

健全な水循環系の構築

雨水貯留浸透施設

の普及

((((Flood ControlFlood ControlFlood ControlFlood Control)))) ((((WellWellWellWell----balanced Hydrological Systembalanced Hydrological Systembalanced Hydrological Systembalanced Hydrological System))))

in 1977in 1977in 1977in 1977

in 2003in 2003in 2003in 2003

in 1996in 1996in 1996in 1996

将来の方向性将来の方向性将来の方向性将来の方向性

治水・利水・環境の治水・利水・環境の治水・利水・環境の治水・利水・環境の

バランスが取れた状況バランスが取れた状況バランスが取れた状況バランスが取れた状況

水循環基本法の成立

iiiin 2014n 2014n 2014n 2014

これまでの流れと将来の方向性これまでの流れと将来の方向性これまでの流れと将来の方向性これまでの流れと将来の方向性

３３３３．．．．関連法規を含めたこれまでの施策関連法規を含めたこれまでの施策関連法規を含めたこれまでの施策関連法規を含めたこれまでの施策
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総合的な治水対策の必要性

11

開発前開発前開発前開発前 開発後開発後開発後開発後

平常時平常時平常時平常時
洪水時洪水時洪水時洪水時

４４４４．．．．総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策
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総合的な治水対策の体系

河川改修

ソフト対策

流域対策

総

合

的

な

治

水

対

策

遊水地域

●

●盛土の抑制

●水田などの保全

●市街化調整区域の保持

●盛土の抑制

●水田などの保全

保水地域

低地地域

●

●自然地の保全

●防災調節池などの設置

●貯留施設の設置

●浸透ます・透水性舗装などの設置

●市街化調整区域の保持

●自然地の保全

●防災調節池などの設置

●貯留施設の設置

●浸透ます・透水性舗装などの設置

●

●貯留施設の設置

●ピロティ式建築などの奨励

●内水排除施設の整備

●貯留施設の設置

●ピロティ式建築などの奨励

●

●遊水池、放水路などの建設

●河道の整備（築堤・浚渫など）

●遊水池、放水路などの建設

●

●水防管理体制の強化

●浸水実績・予想区域の公表

●ピロティ式建築などの奨励

●住民への

●警報避難システムの確立

●水防管理体制の強化

●浸水実績・予想区域の公表

●ピロティ式建築などの奨励

●住民へのPR

４４４４．．．．総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策
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緑地の保全回復

防災調節池

盛土抑制・調整

雨水貯留施設

各戸貯留浸透

市街化調整区域の保全

透水性舗装

透水ます

水位観測所

河川改修

多目的遊水池

雨水調整池

公園貯留

地下河川

雨水貯留施設

排水機場の整備

高床式建築

雨水、水位

の情報収集

河川改修等の対策

流域における貯留・浸透等の対策

流域における土地利用等の対策

総合治水対策のイメージ総合治水対策のイメージ総合治水対策のイメージ総合治水対策のイメージ

雨水、水位

の情報収集

４４４４．．．．総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策
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昭和昭和昭和昭和43434343（（（（1968196819681968）年）年）年）年

都市計画法改正に伴い、民間開発都市計画法改正に伴い、民間開発都市計画法改正に伴い、民間開発都市計画法改正に伴い、民間開発

行為に対する調整池設置指導行為に対する調整池設置指導行為に対する調整池設置指導行為に対する調整池設置指導

昭和昭和昭和昭和48484848年（年（年（年（1973197319731973）年）年）年）年

治水緑地事業、防災調節池事業治水緑地事業、防災調節池事業治水緑地事業、防災調節池事業治水緑地事業、防災調節池事業

昭和昭和昭和昭和50505050年（年（年（年（1975197519751975）年）年）年）年

準用河川改修事業（雨水貯留事業）準用河川改修事業（雨水貯留事業）準用河川改修事業（雨水貯留事業）準用河川改修事業（雨水貯留事業）

昭和昭和昭和昭和54545454年（年（年（年（1979197919791979）年）年）年）年

総合治水対策特定河川事業総合治水対策特定河川事業総合治水対策特定河川事業総合治水対策特定河川事業

昭和昭和昭和昭和58585858年（年（年（年（1983198319831983）年）年）年）年

流域貯留浸透事業流域貯留浸透事業流域貯留浸透事業流域貯留浸透事業

昭和昭和昭和昭和63636363年（年（年（年（1988198819881988）年）年）年）年

流域調節池事業流域調節池事業流域調節池事業流域調節池事業

平成平成平成平成16161616年（年（年（年（2004200420042004）年）年）年）年

特定都市河川浸水被害対策法特定都市河川浸水被害対策法特定都市河川浸水被害対策法特定都市河川浸水被害対策法

④④④④ 調節池分担調節池分担調節池分担調節池分担

（遊水地、（遊水地、（遊水地、（遊水地、

調節池分担）調節池分担）調節池分担）調節池分担）

③下水道分担③下水道分担③下水道分担③下水道分担

（雨水滞水池等）（雨水滞水池等）（雨水滞水池等）（雨水滞水池等）

②②②②流域分担流域分担流域分担流域分担

（人工的な保水・遊水機能）（人工的な保水・遊水機能）（人工的な保水・遊水機能）（人工的な保水・遊水機能）

①自然抑制機能①自然抑制機能①自然抑制機能①自然抑制機能

（自然な保水・遊水機能）（自然な保水・遊水機能）（自然な保水・遊水機能）（自然な保水・遊水機能）

====ためる施設ためる施設ためる施設ためる施設====
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水
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水
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水
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水
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水
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水
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水
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つつつつ
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=

流流流流

すすすす

施

設

施

設

施

設

施

設=

雨水対策の分担概念：総合治水で確立

総合治水の限界総合治水の限界総合治水の限界総合治水の限界

14
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平常時：テニスコート

洪水時

校庭校庭校庭校庭貯留貯留貯留貯留

透水性透水性透水性透水性舗装舗装舗装舗装多目的調整池多目的調整池多目的調整池多目的調整池

15

 

 

平常時

洪水時
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浸透浸透浸透浸透まままますすすす
浸透浸透浸透浸透トレンチトレンチトレンチトレンチ

浸透浸透浸透浸透トレンチトレンチトレンチトレンチ 浸透浸透浸透浸透ますますますます

16

戸戸戸戸建建建建住宅住宅住宅住宅

マンション、学校マンション、学校マンション、学校マンション、学校

などなどなどなど....
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ARSIT

戸建て住宅

街区公園

近隣・地区公園

道路

学校

誘致地区

17

種別 場所 施設

浸透

住宅 浸透ます

道路 浸透トレンチ

歩道 透水性舗装

貯留

街区公園 表面貯留

近隣公園 表面・地下貯留

学校 表面・地下貯留

誘致地区 地下貯留

４４４４．．．．総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策
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公共下水道

戸建て住宅
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戸建て住宅に設置された浸透ます

Photos taken on Aug.8 in 2012
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街区公園

表面貯留

浸透トレンチ

浸透ます

周辺道路に設置された

浸透トレンチ

A

A

A-A 断面

４４４４．．．．総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策
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窪地に設置された浸透トレンチ
表面貯留

街区公園

Photos taken on Aug.8 in 2012
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近隣・地区公園
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学校

表面貯留または地下貯留
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誘致地区（ショッピングセンター）駐車場

Photos taken on Aug.8 in 2012
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道路

４４４４．．．．総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策総合的な治水対策
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27歩道部透水性舗装

Photos taken on Aug.8 in 2012
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(浸透施設の流出抑制) (貯留施設の流出抑制)

流出量 Qo

貯留量貯留量貯留量貯留量 V

時間

浸透施設

貯留施設

流入量 Qi

流出量 Qo

流入量 Qi

流出量 Qo

時間

ピーク低減量

浸透速度×時間浸透速度×時間浸透速度×時間浸透速度×時間

＝＝＝＝浸透量浸透量浸透量浸透量 I

貯留量貯留量貯留量貯留量 V

流入量 Qi 流出量 Qo

流入量 Qi

オリフィス

流

量

浸透速度×時間＝浸透量 浸透速度×時間＝浸透量 浸透速度×時間＝浸透量 浸透速度×時間＝浸透量 I

ピーク低減量

＝浸透速度

流

量

ピーク流出量

ピーク流出量×1/2

浸透施設と貯留施設の流出抑制効果の比較
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計画降雨計画降雨計画降雨計画降雨波形（中央集波形（中央集波形（中央集波形（中央集中型中型中型中型ハイエトグラフハイエトグラフハイエトグラフハイエトグラフ））））の作り方の作り方の作り方の作り方
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中央集中型計画ハイエトグラフを用いた流出抑制のイメージ

(洪水到達時間を1時間とした場合)

有効降雨

ベースカット量

降
雨

強
度

(m
m

/h
r)

降雨継続時間 (hr)

必要貯留高

= 貯留すべき雨量 / 集水面積

浸透強度又は／および

放流強度

流出係数

各ステップごとの降雨強度

(1時間刻み) (mm/hr)

Fc :

30

５５５５．計画設計手法．計画設計手法．計画設計手法．計画設計手法
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必
要

貯
留

高
(m

m
)

浸透強度又は／および放流強度 (mm/hr)

f : 流出係数

標準的な降雨強度式

31

必要貯留高と浸透強度又は／および放流強度の関係必要貯留高と浸透強度又は／および放流強度の関係必要貯留高と浸透強度又は／および放流強度の関係必要貯留高と浸透強度又は／および放流強度の関係

国土交通省（2010）：雨水浸透施設の整備促進に関する手引き（案）、pp22-24
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…
整備済区間

…
整備中区間

…
未整備区間

…
調節池

凡例

…
整備済区間

…
整備中区間

…
未整備区間

…
調節池

…
整備中区間

…

…
調節池

凡例

…
整備済区間

…
整備中区間

…
未整備区間

…
調節池

凡例

…
整備済区間

(２０１０年度迄）

… 整備中区間

… 未整備区間

(２０１２年度以降）

…
調節池

…

…

凡例

神田川流域概要図神田川流域概要図神田川流域概要図神田川流域概要図

水道橋放水路水道橋放水路水道橋放水路水道橋放水路

妙正寺川多目的遊水地妙正寺川多目的遊水地妙正寺川多目的遊水地妙正寺川多目的遊水地

環状七号線地下調整池環状七号線地下調整池環状七号線地下調整池環状七号線地下調整池

流域面積: 105 km
2

流路延長: 25 km

内径D=12.5m

延長L=4.5km

32
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Year 
2014

Year
2044

mm/hr

33
※( )書きは多摩部

各対策の役割分担イメージ（神田川）

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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妙正寺川多目的遊水地

所在地：東京都(新宿区、中野区)

構造形式：越流堤タイプ、掘込み式

貯留容量：30,000m３

貯留面積：10,000m２

貯留水深：3.5m

施工期間： July 1986 ～ March 1997

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法



ARSIT

環状七号線地下調整環状七号線地下調整環状七号線地下調整環状七号線地下調整池（延長池（延長池（延長池（延長4.5km4.5km4.5km4.5km））））

35
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５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法

環状七号線地下調整環状七号線地下調整環状七号線地下調整環状七号線地下調整池池池池

流入実績流入実績流入実績流入実績

（平成（平成（平成（平成28282828年年年年3333月月月月15151515日現在）日現在）日現在）日現在）

注）

〇調節池容量 240,000m3
( 平成17年9月以降540,000m3)

〇降雨記録は、取水施設周辺

で最大のもの

＊1 工事中の二期トンネルに

緊急取水
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環状７号線地下調節池の効果

37
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神田川流域に設定されている流域対策量

各種施設各種施設各種施設各種施設

ha当たりの必要貯留量当たりの必要貯留量当たりの必要貯留量当たりの必要貯留量

但し（但し（但し（但し（ ）内は貯留高に換算）内は貯留高に換算）内は貯留高に換算）内は貯留高に換算

公共建物 600 (60mm)

道路 290 (29mm)

歩道 200 (20mm)

公園 600 (60mm)

大規模民間施設 (≧500m2) 600 (60mm)

小規模民間施設(＜500m2) 300 (30mm)

単位 : m3/ha、

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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神田川上流域

計画流量配分図

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法

妙正寺川

善福寺川

神田川
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河川名 妙正寺川 善福寺川

計画降雨強度 50mm/hr 75mm/hr 50mm/hr 75mm/hr

①基本高水流量（最下流端） 120m3/s 80m3/s

②集水面積 21.4km2 18.3km2

③放流強度 (①／②） 20mm/hr 16mm/hr

④必要貯留高（上図より） 20.3mm 40mm 25mm 48mm

⑤必要貯留容量 (④×②) 434,400m3 856,000m3 457,500m3 878,400m3

⑥実施済貯留容量(50mm/hr対応) 512,000m3 440,500m3

41
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鶴見川（東京都鶴見川（東京都鶴見川（東京都鶴見川（東京都 町田市、神奈川県町田市、神奈川県町田市、神奈川県町田市、神奈川県 川崎市、神奈川県川崎市、神奈川県川崎市、神奈川県川崎市、神奈川県 横浜市）横浜市）横浜市）横浜市）

位置図位置図位置図位置図

太平洋

東京湾

Saitama Prefecture

42
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鶴見川遊水地

鶴見川流域
流路延長：42.5 km
流域面積：235 ｋｍ2
市街化率：85% 
流域人口：1,880,000

田園都市線

川崎市

川崎市
町田市

東海道新幹線

東名

横浜市

小田急線

南武線

東海道・京浜東北線

東横線

早渕川

矢上川

第３京浜

新横浜

稲城市

谷本川

恩田川

横浜線

麻生川

町田

京浜河川事務所

末吉橋末吉橋末吉橋末吉橋

川和遊水地

恩廻公園調節池

390万m3(2003完成）

12万m3（2008完成）

１１万m3（2003完成）

霧が丘遊水地

9.6万m3（1984完成）

43
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ハイドログラフにおける流域対策の位置付け

図中に示す数字は

鶴見川

末吉橋での各分担

の計画流量（m3/s)
対象降雨は、

1958年既往

最大降雨：

約60mm/hr
（1/10確率）

44
時間時間時間時間 T

河川計画ハイドロ河川計画ハイドロ河川計画ハイドロ河川計画ハイドロ

下水道施設計画ハイドロ下水道施設計画ハイドロ下水道施設計画ハイドロ下水道施設計画ハイドロ

②流域分担②流域分担②流域分担②流域分担

④④④④ 調節池分担調節池分担調節池分担調節池分担

(ためる施設ためる施設ためる施設ためる施設)

③下水道分担③下水道分担③下水道分担③下水道分担

（ためる施設）（ためる施設）（ためる施設）（ためる施設）

⑤⑤⑤⑤河道分担河道分担河道分担河道分担

〈〈〈〈下水道（雨水幹線等）下水道（雨水幹線等）下水道（雨水幹線等）下水道（雨水幹線等）

からの排水を受け持つからの排水を受け持つからの排水を受け持つからの排水を受け持つ〉〉〉〉

（流す施設）（流す施設）（流す施設）（流す施設）
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施

設

対

応

調

節

施

設

対

応

調

節

施

設

対

応

調

節

施

設

対

応

計

画

高

水

流

量

計

画

高

水

流

量

計

画

高

水

流

量

計

画

高

水

流

量

220

360

1500

30

流域全体の分担流量＝220＋360＋30+1500＝2110 m3/s

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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鶴見川多目的遊水地

面積：84 ha
容量：390万m3 45

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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一次滞水池

コンクリートダム

恩田川へ

排水路

流入口

流入口

二次滞水池

(テニスコート)

三次滞水池

（ゲートボール場、駐車場

管理事務所） 46

霧が丘遊水地

構造形式：コンクリートダム

貯留量：96,000m3

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法

湛水するテニスコート湛水するテニスコート湛水するテニスコート湛水するテニスコート
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周辺の住宅開発に伴う流出増に対応して、テニスコートが調節池になるよう

設計されている。一次滞水池、流水路は、横浜市河川管理課が、その他は

テニスコートを運営する横浜市福祉文化事業団が管理している。

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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管理事務所

地下トンネル調節池

鶴見川

麻生川

49

旧河道

鳥鳥鳥鳥瞰瞰瞰瞰図図図図

航空航空航空航空写真写真写真写真

恩廻公園地下トンネル調節地（V=110,000m3)

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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川和遊水地（V=120,000m3)

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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川和遊水地（コンクリート製、V=120,000m3)

越流堤スクリーン
遊水地内部

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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目標降雨目標降雨目標降雨目標降雨強度強度強度強度 : 60mm/hr (1/10)

鶴見川

鶴見川

120,000m3

426 390

36

3,900,000m3

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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• 流域面積：235 km2
、末吉橋地点では221km2

• 流出係数:0.8（河川砂防技術基準による総合流出係数標準値：敷

地内の間地が非常に少ない地域や類似の住宅地域）

• 洪水到達時間：60分

• 計画降雨：1958年既往降雨（戦後最大）

（ピーク雨量強度:60mm/hr)

• 末吉橋での計画高水流量：1500m3/s

53

簡便法による必要貯留浸透量の算定

鶴見川流域への適用

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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末吉橋での放流強度＝計画高水流量／流域面積

＝1500m3/s/流域面積(m2)＝1,500×60×60/221,000,000
＝0.024m/hr＝24mm/hr

必要貯留量＝必要貯留高×流域面積＝0.0376(m)×221,000,000(m2)=831万m3

54

0
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60

70

雨
量

強
度

(m
m

/h
)

時間（1時間刻み）

戦後最大降雨ハイエトグラフ

1958年9/25-9/27 : 総雨量 = 343 mm

Effective Rainfall(f=0.8)

Hourly Rainfall

24 mm/h

343 mm

0

50

100

150

200

250

300

350

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

必
要

貯
留

高
（
m

m
）

放流強度 (mm/h)

f=1.0 f=0.8

24 mm/h

37.6 mm

必要貯留高ＶＳ．放流強度（又は浸透強度）

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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分担区分分担区分分担区分分担区分 施設名施設名施設名施設名
貯留容量貯留容量貯留容量貯留容量(m3)(m3)(m3)(m3)

計画 実施済

河川管理の
貯留施設

矢上川地下調節池 194,000 0
恩廻公園調節池 110,000 110,000
梅田川遊水地 11,000 11,000
川和遊水地 120,000 120,000
烏山川調節池 51,000 44,000
鶴見川多目的遊水地 3,900,000 3,900,000

下水道管理の
貯留施設

新羽末広幹線 410,000 410,000
小机千若幹線 256,000 256,000
渋川雨水貯留管 144,000 144,000
江川雨水貯留管 81,000 81,000

流域対策
民間開発 2,750,000+α 2,750,000
公共施設 300,000 300,000

合計 8,327,000+α 8,126,000

鶴見川流域治水対策量鶴見川流域治水対策量鶴見川流域治水対策量鶴見川流域治水対策量 2013年時点

５５５５．．．．計画設計手法計画設計手法計画設計手法計画設計手法
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６６６６．．．．飽和飽和飽和飽和透水透水透水透水係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）

ボアホールの掘削

注水試験状況

土質の確認および資料採取土質の確認および資料採取土質の確認および資料採取土質の確認および資料採取

時間時間時間時間 ｔｔｔｔ

浸

透

量

浸

透

量

浸

透

量

浸

透

量

ＱＱＱＱ

終期浸透量Ｑ終期浸透量Ｑ終期浸透量Ｑ終期浸透量Ｑt (m3/hr)

定水位注水試験結果

ﾌｨﾙﾀｰ材（砂利）

ｵｰｶﾞｰ孔

地表面

注水ﾊﾟｲﾌﾟ

径20cm

ﾌｨﾙﾀｰ材（砂）

深
さ

5
0
c
m

～

1
5
0
c
m

現地浸透実験の概要現地浸透実験の概要現地浸透実験の概要現地浸透実験の概要



ARSIT

57

Q
f

= k
0

＊K
f

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（1）

ここに、Q
f

： 浸透施設の基準浸透量（1m、1個あるいは1m
2

当たりのm
3

/hr）

k
0

： 土壌の飽和透水係数(m/hr)

K
f

： 浸透施設の比浸透量(m
2

)

Q
ｔ

= k
0

＊K
ｔ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（2）

ここに、Q
ｔ

：終期浸透量(m
3

/hr)

k
0

：土壌の飽和透水係数(m/hr)

K
ｔ

：実験施設（所定湛水深のボアホール）の比浸透量(m
2

)

（2）式を移項して

k
0

＝ Q
ｔ

/ K
ｔ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3）

ここに、K
ｔ

＝ aH
2

+bH+c

H：設計湛水深(m)≦5.0m

a=0.475D+0.945 b=6.07D+1.01 c=2.570D-0.188

D：ボアホール直径(m) =0.2m

比浸透量を用いた浸透能力算定式（雨水浸透施設技術基準より）

６６６６．．．．飽和飽和飽和飽和透水透水透水透水係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）
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６６６６．．．．飽和飽和飽和飽和透水透水透水透水係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）

単位設計浸透量単位設計浸透量単位設計浸透量単位設計浸透量Q
ｄｄｄｄ
の算定の算定の算定の算定

Qd =0.81×××× (Qt/Kt)××××Kf

=0.81××××k0××××Kf

Qt ：試験施設の終期浸透量（：試験施設の終期浸透量（：試験施設の終期浸透量（：試験施設の終期浸透量（m3/hr））））

Kt ：試験施設の比浸透量（：試験施設の比浸透量（：試験施設の比浸透量（：試験施設の比浸透量（m2））））

K
ｆｆｆｆ
：設置施設の比浸透量（：設置施設の比浸透量（：設置施設の比浸透量（：設置施設の比浸透量（m2））））

k0 ：土壌の飽和透水係数（：土壌の飽和透水係数（：土壌の飽和透水係数（：土壌の飽和透水係数（ m/hr））））

0.81：各種影響係数（一般的な値）：各種影響係数（一般的な値）：各種影響係数（一般的な値）：各種影響係数（一般的な値）

H ≦1.5m
K = 0.014H + 1.287
比浸透量は単位面積あたり

の値

Kt, Kf = aH2 + bH + c
0.2m≦D ≦1.0m
H ≦5m
a = 0.475D + 0.945
b = 6.07D + 1.01
c = 2.570D - 0.188

透水性舗装（浸透池）透水性舗装（浸透池）透水性舗装（浸透池）透水性舗装（浸透池）
浸透トレンチ（浸透側溝）浸透トレンチ（浸透側溝）浸透トレンチ（浸透側溝）浸透トレンチ（浸透側溝）

浸透ます（浸透ます（浸透ます（浸透ます（正方形正方形正方形正方形））））

W≦1.5m H ≦1.5m
K = 3.093H + 1.34W+0.677

単位長さあたりの値

K = aH2 + bH + c
W≦1.0m H ≦5m
a = 0.120W + 0.985
b = 7.837W + 0.82
c = 2.858W - 0.283

比浸透量（浸透ます：比浸透量（浸透ます：比浸透量（浸透ます：比浸透量（浸透ます：円筒、側面・底面浸透円筒、側面・底面浸透円筒、側面・底面浸透円筒、側面・底面浸透））））
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地下水位

D

一定水位

Hc

L

ここに、K：飽和透水係数（cm/s）

q ：ボアホールへの注水量（cm3/s）

一定水位で注水試験を行うので浸透量に等しい。

L：浸透面の長さ（cm）

D：ボアホール直径（cm）

Hc：ボアホール内の水位と地下水位との水頭差（cm）

飽和透水係数算定式（英国の土質ハンドブックによる）

６６６６．．．．飽和飽和飽和飽和透水透水透水透水係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）

ｋ0

ｋ0

Qt

Qt

上式を移項して、比浸透量kt(cm2)は、次式で与えられる。
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0.000.000.000.00

0.500.500.500.50

1.001.001.001.00

1.501.501.501.50

2.002.002.002.00

2.502.502.502.50

3.003.003.003.00

3.503.503.503.50

4.004.004.004.00

4.504.504.504.50

5.005.005.005.00

0.40.40.40.4 0.50.50.50.5 0.60.60.60.6 0.70.70.70.7 0.80.80.80.8 0.90.90.90.9 1.01.01.01.0 1.11.11.11.1 1.21.21.21.2 1.31.31.31.3

①雨水協会①雨水協会①雨水協会①雨水協会 ②英国ハンドブック②英国ハンドブック②英国ハンドブック②英国ハンドブック

設計水深 H(m)

比
浸

透
量

K
t(

m
2 )

比浸透量算定式の比較

設計水深設計水深設計水深設計水深

H(m) ①雨水協会①雨水協会①雨水協会①雨水協会

②英国②英国②英国②英国

ハンドブックハンドブックハンドブックハンドブック

①①①①/②②②②

0.5 1.70 0.95 1.79

0.6 2.03 1.24 1.64

0.7 2.39 1.57 1.52

0.8 2.77 1.92 1.44

0.9 3.17 2.30 1.38

1.0 3.59 2.72 1.32

1.1 4.03 3.16 1.28

1.2 4.49 3.63 1.24

比浸透量算定式の比較（単位：m2
）

６６６６．．．．飽和飽和飽和飽和透水透水透水透水係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）係数の推定（英国の土質ハンドブックとの比較）



ご清聴ありがとうございました
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